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資料の配付をもって前期の学校説明会に代えさせていただきます。 
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令和8年5月２6日 

学校教育目標 

えがお なかよし チャレンジ 

○自分のよさや可能性を伸ばしていこうとする子を育てます。       ［知・体］ 

○身近な人々や自然とのふれあいを大事にしていこうとする子を育てます。 ［徳・公］ 

○自分の意思で判断し、よりよく解決していこうとする子を育てます。   ［開］ 
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令和 8年度新橋小学校 

□学校教育目標「えがお・なかよし・チャレンジ」 
〇「えがお」は、子どもたち一人ひとりが「安心できる居場所」作り。 

〇「なかよし」は、仲間と共に自ら進んで学んでいこうとする「協働的に学ぶ力」の育成。 

〇「チャレンジ」は、自分の力で学んでいく「主体的に学ぶ力」の育成。 

□目指す学校像 
子どもにとって毎日行きたくなる学校、保護者にとって通わせたくなる学校、地域にとって

応援したくなる学校、教職員にとって働きたくなる学校、来校者にとってまた来たくなる学校、

そして・・・ずっと居たくなる学校。 

□はじめに 
社会が多様化し、学校にはこれまで以上に幅広いニーズや価値観への対応が求められるよう

になっています。また、インターネットや AI 技術の急速な発展により、子どもたちを取り巻

く環境は日々変化しています。このような時代を生きる子どもたちに必要なのは、指示を待つ

のではなく、自ら学び、自ら行動する力であると考えます。新橋小学校では、そのような「主

体的に行動する力」を育てることを大切にしていきたいと考えています。 

 

□令和８年度 学校経営の３つの重点 
① 教職員が子どもとしっかり向き合える環境づくり 

              ～「えがお」安心できる居場所を支える基盤～ 

子ども一人ひとりの学びと安心を支えるためには、教職員が心身ともに安定して働ける環境

づくりが欠かせないと考えます。本校では、児童支援専任 2名体制を中心に、学級担任や学年

との連携を強め、子どもの困り感や課題への対応を組織的に行っています。また、学校担任を

位置づけ、担任不在時にも学びが途切れないよう支援する体制を整えています。会議等につい

ては目的や時間を明確にし、業務の見直しを進めることで、教職員が子どもと向き合う時間と

心の余裕を担保していきます。本校の教職員の約 6割は子育て世代であり、介護に携わる職員

もいます。こうした実情を踏まえ、急な休暇があっても学校が安定して運営される体制を整え

ることが、結果として子どもたちの安心につながると考えています。子どもたちにとって、安

心できる居場所があることは、挑戦したり人とかかわったりするための土台となります。令和

7年度は、異学年の交流による支え合いや、学級・学年での丁寧な関係づくりを通して、安心

して過ごせる環境が広がっていました。また、地域とのかかわりの中で「認められている」と

実感する場面も多く見られました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 8年度も、こうした関係づくりを大切にしながら、児童支援専任やホッとルーム担当 

が、一人ひとりの安心を支えていきます。教職員が安心して働ける環境を整えることと、子ど

もたちが安心して過ごせる居場所をつくることを一体的にとらえ、「えがお」が広がる学校づ

くりを進めていきたいと考えています。 

 

 

② ストーリーのある学びの展開 

～「チャレンジ・なかよし」を生み出す学び〜 

授業・行事・体験・地域との出会いを、それぞれ単独の活動としてではなく、「学びたい」

という気持ちがつながるストーリーとしてとらえることを大切にしていきたいと考えていま

す。授業で生まれた疑問が校外学習での気づきへと広がり、地域の方や専門家との対話によっ

て考えが深まり、「誰かに伝えたい」「役に立ちたい」という思いへとつながっていく―このよ

うにして主体的な学びを生み出していきたいと考えています。学びの中で子どもたちは、課題

に出会い、仲間と共に考え、試行錯誤する経験を通して、主体性や協働性を育んでいきます。

「自分からやってみたい（チャレンジ）」「仲間と一緒に取り組みたい（なかよし）」という思

いが生まれる授業づくりを大切にしていきたいです。令和 7年度は、4年生が福祉車両の学習

を通して体験したことをもとに、「つながるフェス」で発信する活動へとつなげてきました。

また、地域から「ともに新橋のまちを盛り上げよう！」というお声かけをいただき、「つなが

るフェス」に出店するなど、学びが社会へと広がる姿が見られました。6年生の「ひかりの池

再生プロジェクト」では、池の環境調査を専門家とともに進め、実際の環境改善へとつながる

学びを実現しました。 

令和 8 年度も、各学年・各学級においてシーズンごとに設定する「核となる活動」を起点

に、『学ぶ意味を実感する』『仲間と協働する』『学びを社会へつなげる』ことを大切にしなが

ら、学びがつながり広がっていくことを目指します。こうした学びの積み重ねを通して「チャ

レンジ」「なかよし」が育つ学校づくりを進めていきたいと考えています。 

 

 

③ 学びの可視化の質的向上 

掲示物や展示、ホームページ等での発信を通して、子どもたちの学びを見える形にしていく

ことを大切にしていきたいと考えています。特に、どのように考えながら学びを進めていった

のかという「学びのプロセス」が見える掲示・展示・発信を大切にしたいです。 

令和 7年度は、廊下や階段の掲示、「つながるフェス」での展示や発表、ホームページでの発

信などを通して、子どもたちの学びを伝える機会が広がりました。話し合いの記録や考えの変

化などを示すことで、学びの流れが見える工夫も見られるようになってきています。こうした

可視化は、保護者や地域の方にとって理解を深める機会となるだけでなく、子ども自身が自分

の学びを振り返ることにもつながると考えています。「どのように考えたか」「どのように変わ

ったか」を見つめ直すことが、次の学びへの意欲につながっていきます。 

令和 8年度も、学びのプロセスを大切にした掲示・展示・発信を意識し、子どもたち自身の

振り返りにつながる可視化を進めていきたいと考えています。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□おわりに～目指す学校像に向かって～ 

昨年度は、各学年において主体的・協働的に学ぶ姿が広がってきました。3年生は阿久和川

「まほろば」の学習において行政と協働し、自分たちの意見が実際の取組に反映される経験を

積みました。5年生は保育園や社会福祉施設との連携の中で「安全で安心なお菓子づくり」に

取り組み、相手の立場に立って試作をする学びを進めました。6年生は「フォトユリ」や「マ

ネープロジェクト」の学習を通して、地域や専門家とかかわりながら学びを社会へと広げてい

きました。これらの実践に共通するのは、子どもたちが自分の思いや願いをもとに課題に向き

合い、仲間と協力しながら学びを進めていったという点です。そのプロセスで得られる達成感

や充実感が、自信や意欲へとつながり、「えがお・なかよし・チャレンジ」という学校教育目

標が、一人ひとりの姿として表れてくるのだと感じています。 

このような学びが地域へと発信されることで、「応援したい」「かかわりたい」という声が生

まれ、学校と地域とのつながりが深まっていくものと考えています。子どもたちの姿そのもの

が人と人とをつなぐ力となり、地域にとっても価値ある存在となっていくと考えています。こ

うした子どもたちの成長は、保護者の皆様にとってもお子さんの姿を実感する機会となり、「安

心して通わせたい」という思いにつながっていくと考えます。子どもたちと共に学びをつくる

プロセスは、教員にとっても大きなやりがいや喜びとなり、「もっと支えたい」という意欲を

生み出します。 

子どもたちの主体的・協働的な学びを起点として、子どもにとって「毎日行きたくなる学校」、 

保護者にとって「通わせたくなる学校」、地域にとって「応援したくなる学校」、教職員にと

って「働きたくなる学校」、来校者にとって「また来たくなる学校」という思いを広げていき

たいです。子ども・保護者・地域・教職員それぞれがこうした思いを積み重ねていくことが、

「この学校を大切にしたい」「かかわりたい」という気持ちへとつながり、“ずっと居たくなる

新橋小学校”を形づくっていくのだと考えています。 

□コミュニティ・スクールの強化 

本校では、子どもたちの学びを中心に据えながら、地域とともに育つ学校づくりを大切に 

しています。令和 7年度は、学びの中に地域の方がかかわる場面が広がりました。行政の方と

意見を交わしながら学びを進めたり、社会福祉施設や保育園との連携の中で、相手を意識した

学びが深まったりする様子が見られました。さらに、「つながるフェス」では、子どもたちが

地域の方に学びを伝える中で、「応援したい」「かかわりたい」といった声が生まれ、学校と地

域が双方向にかかわる関係へと少しずつ広がってきています。このように、子どもたちの学び

をきっかけとして地域とのつながりが深まり、共に支え合う関係が育ちつつあることを実感し

ています。 

今後は、学校運営協議会と地域学校協働本部をより一体的に機能させながら、無理のない形

でかかわり続けることができる仕組みを整えていきたいと考えています。地域の事業者や企

業・団体、さらには次世代を担う若い世代の参画も視野に入れ、多様なかかわりの中で子ども

たちの学びがさらに豊かになることを目指していきたいと考えています。 

 



今年度の学校の方針 
 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〇日常的（週当たりの日数、1日の活動時間）に体を動かす児童の数を増やし、体力の向上や運動習慣の定着、生活習慣
の改善を図る。
〇児童一人ひとりが健康な生活や食生活について具体的な実践を考えることで、主体的に健康を保持増進しようとする態度
を育成する。

下
半
期

目標を実現するための具体的行動プラン

上
半
期

○児童が体を動かすことをより好きになるような、体育科指導の改善をするために、研究会での授業
実践を情報発信ツール（ミライム）で発信したり、体育部からの助言を校内実技研修やメンター研を通
じて行ったりする。
〇学校生活における健康的な生活習慣を身につけるため、第1回新橋けんこう会議にむけて、運動、
食事、清潔、けがの予防、心の健康の中から各クラスの目標や具体的な取組を決めて実践を始め
る。集合開催の新橋けんこう会議では、事前にとったアンケート結果を共有したり、外部講師の話や
体験をしたりする場を設ける。
〇歯みがきの習慣を身につけるため、６月の歯科衛生月間に給食後の歯みがきに取り組む。コロナ
禍では家庭と連携して2週間、朝と夜の歯みがきがんばりカードの取組を実施する。
〇食事の基本的なマナーや衛生面で大切なことを定着させるために、給食時間や学級活動を活用し
て計画的に食育の指導を進める。
〇「ぱくぱくだより」を活用し、食べ物の３つの働きや食品の知識を知らせる。

○日常的に体を動かす動機につなげるために、体育委員会を中心とした「なわとびチャレン
ジ」や「長なわ大会」の取り組みを行う。
○運動習慣や生活意識を継続的に振り返ることができるようにするために、横浜市体力・運動
能力調査の記録を健康手帳に残す。
〇学校生活における健康的な生活習慣を身に着けるため、運動、食事、清潔、けがの予防、
心の健康の中から選んだ各クラスの取組を１年間続け、第2回新橋けんこう会議にむけて成果
を振り返り、さらに実践を継続できるようにする。
〇歯みがきやバランスのとれた食生活などの生活習慣が実践できるように、歯科巡回指導を
実施し、家庭に指導内容や口の中のチェック結果を返して連携していく。
〇給食集会を計画し、給食委員会が中心となって食べる事への感謝や関心を高める。
〇食への関心を高めるために、食に関する体験活動を実施する。

（１）健やかな体に関わる児童の実態
〇横浜市体力・運動能力調査や生活実態調査では、睡眠時間
が８時間未満（３年生以上）の児童が半数以上いた。また、テレ
ビ（ゲーム含む）の視聴時間で３年生以上の男子は「３時間以上」
と回答した児童が４割を超える。
〇体育の授業を除いて、週当たりの運動日数が1回を下回る児
童が平均して２割ほどおり、1日の運動時間については、1時間未
満の児童が半数となっている。
〇新体力テストの実施種目の中で、市の平均値を下回る項目が
複数ある。特に、「握力」「反復横跳び」「ソフトボール投げ」では、
学年や性別を問わず、下回っている。
〇新橋けんこう会議のアンケートで、中休みに校庭でほとんど毎
日遊んでいる、時々遊んでいる児童があわせて５割以上、いつも
教室で遊んでいる児童が１割以上だった。
〇歯科検診の結果、う歯があった児童は１割だった。歯肉炎があ
る児童もいた。歯科巡回指導の結果はAが８割以上だった。
〇給食残食量調査の結果は主食では米飯、牛乳、副菜では豆
類、野菜類、果物類の残量が多い。

（２）これまでの学校の取組状況
○運動委員会が中心となって、「なわとびチャレンジ」に取り組ん
できた。
○体育部が中心に、情報発信や助言を行い、体育科の授業改善
を行ってきた。
〇新橋けんこう会議では健康アップ大作戦！のテーマのもと、運
動、食事、清潔、けがの予防、心の健康の中から各クラスの課題
を考え、１年間を通して課題に向けての取組を実践した。
〇６月の歯科衛生月間に、校内で給食後の歯みがきに取り組ん
だり、コロナ禍では家庭と連携して１か月間、朝と夜の歯みがき
頑張りカードの取組をした。
〇食育体験活動の実施
　マリノス食育出前講座（2年）　味覚の授業（５年）　バイキング
給食（６年）

健やかな体に関わる本校の状況

健康教育
①長なわ大会、なわとびチャレンジなど、全校による体力向上の取組や体育科授業の改善を通じ、体を動かすことの楽しさを感じる児童を
増やすとともに、児童が日常的に運動する時間や機会の向上や、心身ともにたくましく生きる力を育む。②新橋けんこう会議を開催し、健
康についての活動を年間を通して継続的に取り組み、自ら健康を保持増進しようとする態度を高める。③栄養士と連携しながら、家庭科や
総合的な学習の時間などで食育に関する授業を行う。担当 指導部

今年度の目標

健やかな体の育成プラン

重点取組分野 具体的取組

（１）豊かな心に関わる児童生徒の実態
〇横浜市生活学習意識調査では、「自己意識」の
「人と話したり、人の話を聞いたりすることはすきです
か」、「自分のことがすきですか」、「自分にはよいとこ
ろがあると思いますか」の３項目で８割前後の児童が
肯定的な回答をしており、横浜市の平均とほぼ同等
である。
〇YPアセスメントの「共感・配慮」の中で、「わたし
は、友だちが失敗したり、落ちこんだりしているとき、
はげましたりなぐさめたりできます」の項目だけが他
項目よりも数値が低い。
〇困ったり、助けが必要だったりする相手に対して、
関わり方をどのようにしていけばよいのかに悩み、適
切な行動に移せない傾向がある。

（２）これまでの学校の取組状況
〇たてわり班活動では、活動が制限される中で、可
能な限り取り組んだ。
〇道徳の授業公開は、授業参観が中止となり実施で
きなかった。
〇人権週間の取組はぽかぽかメールの交換、人権
キャラバンの実施、思いやりの山活動に取り組ん
だ。
〇横浜プログラムの活用研修を行い、Y-Pアセスメン
トを学級把握の客観的資料とし、学年や学級の実態
に合わせてプログラムを年3回は実施できるように校
内での推進を図った。

〇たてわり班活動での異学年交流や人権週間の具体的な実践を通して、他者を理解しようとする態
度を育成する。
〇道徳の時間の学習や横浜プログラムの取組によって、自己を振り返ろうとする姿勢を育む。

目標を実現するための具体的行動プラン

上
半
期

〇安心してたてわり班活動に入ることができるように、教職員で児童理解研修を行うことで児
童の姿を共有する場を設ける。
〇学校生活でも行事を通して他者とのつながりを意識できるようにするために、ペア学年での
活動を進める。
〇校内での道徳教育の質の向上を図り、授業を通して子どもたちが自己理解を深められるよ
うにするために、全学級で年１回道徳科の授業公開を行う。
〇学校外部の方々と関わりをもって他者理解を深めるために、１～３年生で各学年ごとに地域
の施設である社会福祉法人ぴぐれっとと交流をする。
〇子どもたちに必要な社会的スキルを育むために、学級開きでの横浜プログラムの活用やY-
Pアセスメントを実施し、夏季休業前後のSOSの出し方に関する教育に取り組む。
○子どもたちが主体的に取り組むことができるように、近隣の幼稚園・保育園との交流計画を
立てる。

下
半
期

〇異学年交流を深めるために、たてわり班活動での全校なかよし遠足や６年生のお別れ会を
行う。
〇人権意識を高めて他者への理解を深めるために、ぽかぽかメール、人権キャラバン、横浜
子ども会議に関連した思いやり活動を行う。
〇学校外部の方々と関わりをもって他者理解を深めるために、４～６年生で各学年ごとに地域
の施設である社会福祉法人ぴぐれっとと交流をする。
〇子どもたちに必要な社会的スキルを育み、集団理解を深めていくために、Y-Pアセスメントを
実施し、人権週間に合わせた横浜プログラムの活用をする。
○他者とのつながりを意識できるようにするために、近隣の幼稚園・保育園と1年生・５年生を
中心に交流を行う。

豊かな心の育成推進プラン

重点取組分野 具体的取組
道徳教育
人権教育

①たてわり班活動や幼保小連携を中心に、異学年交流を工夫して実施する。②道徳の時間を充実させ、年1
回、道徳科の授業公開をする。③人権週間の取組を充実させる。④横浜プログラムを活用して、より良い人
間関係を構築する機会を設ける。担当 総務部

豊かな心に関わる本校の状況 今年度の目標



学年・教科等として育成を目指す具体的な資質・能力と具体的な取り組み 

 
 育成を目指す 

具体化した資質・能力 

具体的取組 

年間 

１ 

年 

♦人・こと・ものへの好奇心 

♦学校の約束を守る気持ち 

♦主体性・積極性 

♦身近な地域への愛着 

♦社会生活の中での協調性 

♦自分のことを好きである気

持ち 

♦身近なことについて様々な

情報を収集する力 

 

・学校の生活や学習のルールを伝え、学校での正しい過ごし方について日常的に指導し

ていく。 

・生活科などでは、身近な自然や人と繰り返し関わりながら、興味関心を高め、具体的

な活動や体験を通して気付いたことや楽しかったことについて考え、諸感覚を使って

表現することができるようにする。 

・話している人の方を向いて聞くことや、相手に伝わるように話すことを意識すること

で、伝え合うよさを味わえる経験を積み重ねられるようにする。 

・できるようになったことをほめたり、価値づけたりすることで、児童が自己有用感を

高め、自分を進んで表現しようとする意欲を高める。 

・情報を扱うための約束を守ることや、身近なことについて情報を収集する経験を積

む。 

・身の回りには、プログラミングされているものがあることを知る。 

２ 

年 

３ 

年 

♦自分のことを好きである気

持ち 

♦他者を理解する態度・自己

を理解する姿勢 

♦課題対応力 

♦意思決定力 

♦学校生活へ参画する力 

♦伝え合うことで自分の考え 

を深化させる力 

 

・まちしらべや社会科見学を通して、地域の特色や地域の人の思いに気付かせる。 

・総合的な学習の時間では、生き物・食・まちづくり・福祉など、現在のまちが抱える

課題や新橋・弥生台の特色に応じた課題について、地域の人々と関わりながら、体験

的・問題解決的な学習活動を行っていく。 

・宿泊体験学習や校外学習の計画や運営体験を通して、友だちと協力しながら行事を進

める大切さについて気付くようにする。 

・個に応じた指導を効果的に行い、一人ひとりが得た達成感を、更に次の学びに繋げ

ながら学習を深める。 

・目的を意識して情報を活用したり、自分や周りの人の情報を大切に扱う気持ちをも

ったりする 
・身の回りの生活の中で、プログラミングが活用されていることを知る。 

４ 

年 

５ 

年 

♦自己を客観的に見る力 

♦課題に対応する力 

♦学校生活へ参画する姿勢 

♦伝え合うことで自分の考え

を深化させる力 

♦自分の良さに気付く力 

 

・学習の見通しをもち、適切な場のもとで学んだ事を友だちと伝え合うことで、よりよ

い考えをさらに生み出すようにしていく。 

・自分と他者との考え方の違いを受け止めながら、自分の考えを深め友だちに表現する

活動を重視していく。 

・総合的な学習の時間では、課題解決や探求的な活動を重視する。互いに教え合い学び

合う活動や地域の人との意見交換など他者と協働する学習活動を重視し、まとめ方も

工夫していく。 

・いろいろな人と関わりながら、自分の生き方をふり返り、これからの生き方について

考えたり、課題をもとに次の目標を設定したりできるようにする。 

・委員会活動やたてわり班活動を通して、学校全体をうまくまとめるためには、どうす

ればよいか考えることができるようにする。 

・教科担任制による指導のもと、一人ひとりが自分の問いや、めあてをもち、適宜振り

返りをしながら、自分の学びを深めようとする意欲を高める。 

・様々な情報を活用したり選択したりして、自分の考えを適切に表現する力を高め

る。 

・日常生活や社会において、プログラミングが活用され、便利になり、様々な問題を解

決していることを知る。 

６ 

年 

個 

別 

支 

援 

学 

級 

♦自分のことを好きである気

持ち 

♦人・こと・ものへの好奇心 

♦社会生活の中での協調性 

♦自分らしさを発揮しようと 

する姿勢 

♦課題に対応する力 

・個々の能力に応じて、必要な取組を行うようにする。 

・集団の中で、自分らしさを発揮できるような場面を設定していく。 

・子どもたちが集中して学習に取り組むことができるように環境の整備を行う。 

・栽培活動、交流活動などの生活に基づいた活動を通して、コミュニケーション能力や 

生活場面で活用できる力を身につけるようにする。 

・情報を扱うための約束を守る気持ちをもつ。 

 



 
 

                

重点的な３つの取組 

＊えがお：子どもたち一人ひとりが「安心できる居場所」づくり 

 

○誰もが安心して 

 ・ユリノキスタンダードに基づいた生活ができるようにする。 

・各家庭に『家庭生活の手引き』を配信する。 

 ・生活アンケートから子どもたちの困り感を見つけられるようにする。 

 ・避難訓練や各種安全教室の開催で、安全について知る機会をつくる。 

 ・ホッとルームの運用を通して、子どもたち一人ひとりに応じた居場所を生み出す。 

○こころも体も元気よく 

・新橋けんこうチャレンジを中心に、年間を通して「安全で健康な学校生活」に必要な行動を考え、 

意識し、取り組むことができるようにする。 

 ・栄養職員と各学年が連携し、食教育に取り組む。 

 ・なわとびチャレンジやぽかぽかランニングを通して体力づくりに取り組む。 

 ・中休みのボールなどの貸し出しの充実を図り、体力向上努める。 

 ○どの子どもにもできる喜びを 

  ・学習環境のユニバーサルデザイン化で安心感をもって学習に取り組む。 

  ・個に応じた支援で自信をもって学習に取り組む。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ぽかぽかランニング そら豆のさやむき 

 

とうもろこしの皮むき 

新橋けんこう週間／クラスの健康目標への取り組みと振り返り 

 



 
 

 

＊なかよし：仲間と共に自ら進んで学んでいこうとする 

              「協働的に学ぶ力」の育成 

○幼保小の交流を通して他者を理解しようとする態度を育てる。 

  ・１年生・5年生がそれぞれ年長児と交流する。 

○たてわり班やペア学年による異学年交流を推進する。 

  ・ペア学年や異学年で学習や行事を通した交流を行う。 

  ・ペア学年やたてわり班での集会や全校遠足を実施する。 

○互いの良さや違いを認め合う 

  ・人権チャレンジの取組（社会福祉法人ぴぐれっととの継続的な交流、ぽかぽかメッセージ）から、

自他を大切にする心を育てる。 

  ・「自分づくりパスポート」の記入を通して、行事や日々の生活を振り返り、自らの成長を感じられる

ようにする。 

 

 

  

幼保小交流 

全校遠足での異学年交流の様子 社会福祉法人「ぴぐれっと」との 

交流の様子 

 
 

 



 
 

 

＊チャレンジ：自分の力で学んでいく「主体的に学ぶ力」の育成 

○基礎的・基本的学力の向上を図る 

 ・一斉計算・漢字テストの実施 

 ・デジタルドリルの活用 

○自己選択・自己表現できる子の育成をする 

 ・職員研修による授業力の向上 

・体験的・探究的な活動の充実 

○読書活動を推進していく 

 ・はまっこ読書週間の取り組み 

 ・「ONEの会」（読書ボランティア）、泉図書館等との連携 

〇地域をフィールドにした学習を展開する 

 ・意欲をもって地域の場で学べるような出会いをコーディネートする。 

 ・ホームページ等で学校での子どもの様子や地域とかかわる子どもの学びを発信する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

タブレット端末の活用             地域をフィールドにした学習 

～デジタルドリルの活用～           たけのこ掘り 

 

 

 

 

                           

 

 

 

                                     

「ONE の会」の読み聞かせ

体験的な活動の充実 

～ユリノキタイム～ 

 

             

 

 

は
はまっこ読書週間 ペア読書 

た 

たてわりペアと本選び 

 


